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「北高祭」仮装パレード

7日16目、総合徳育館を出発し、径とりとり

の窓滋を身12まとい町内を練り歩い定恒例の

稽山jt高等学般の学鮫祭の仮滋パレード。



後志利別川が2年連続8回目

清流日本一
平成16年春の褒章(統計功労)
受賞者鈴木 賓氏

国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
全
国
一
級
河

川
(
全
国

1
6
6
、
道
内
1
9
)
の
平
成
何

年
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
後
志
利
別
川
(
今

金
、
北
姶
山
、
瀬
棚
町
)
が
、
道
外
の

4
河

川
と
と
も
に
水
の
き
れ
い
な
河
川
全
国

一

位
に
輝
き
ま
し
た
。

ラ
ン
キ
ン
グ
は
咋
年
一
年
間
に
実
施
し

た
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
、
水
質
汚
濁
の
代

表
的
な
指
標
で
あ
る
※

B
O
D
の
年
間
平

均
値
を
比
較
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

後
志
利
別
川
は
延
長
初
回
で
、
水
質
調
査

地
点
は
，
住
吉
・
今
金
橋
・
兜
野
橋
(
北
恰

山
町
)
の

3
地
点
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
何

年
ラ
ン
キ
ン
グ

1
位
の

5
河
川
の

B
O
D

平
均
値
は
、
い
ず
れ
も
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り

0

5

ミ
リ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

B
O
D
平

均
値
が

1
略
/
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
河
川
は

簡
単
な
処
理
で
水
道
に
使
え
る
ほ
ど
き
れ

e 

永
年
に
わ
た
り
(
昭
和
幻
年

1
平
成
日

年
)
、
国
勢
調
査
を
始
め
各
種
統
計
調
査

に
通
算
臼
回
調
査
員
と
し
て
従
事
さ
れ
、

調
査
の
遂
行
に
当
っ
て
、
統
計
の
重
要
性

を
認
識
し
、
真
実
性
確
保
の
た
め
、
調
査

趣
向
や
内
容
を
熟
知
し
、
迅
速
で
正
確
な

調
査
遂
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
長
き
に

わ
た
る
調
査
員
と
し
て
の
豊
富
な
経
験

を
生
か
し
、
他
調
査
員
へ
の
指
導
・助
言
、

さ
ら
に
は
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を

図
り
な
が
ら
円
滑
な
調
査
の
実
施
に
努

め
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、
鈴
木
賞
氏
(
幻

歳
、
八
束
)
が
選
ば
れ
藍
綬
褒
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

7
月
5
日
に
、
鈴
木
氏
宅
に
お
い
て
、

町
長
か
ら
鈴
木
氏
へ
褒
章
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

い
な
河
川
と
い
わ
れ
、
清
流
を
好
む
魚
、
ヤ

マ
メ
、
イ
ワ
ナ
、
ア
ユ
な
ど
が
生
息
に
適
し

て
い
る
の
は

2
略
/
リ
ッ
ト
ル
以
下
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
住
民
・
関

係
団
体

・
行
政
聞
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
、

こ
の
日
本
一
の
清
流
を
大
切
に
守
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

※

B
O
D
と
は
微
生
物
が
水
温
初
℃
で

5
日
間
に
水
中
の
有
機
物
を
分
解
す
る
た

め
に
消
費
さ
れ
る
酸
素
量
を
い
い
ま
す

微
生
物
は
汚
濁
物
質
(
有
機
物
)
を
酸
化
、

分
解
す
る
と
き
酸
素
を
必
要
と
し
、
汚
濁
物

質
が
多
い
ほ
ど
必
要
と
す
る
酸
素
量
は
多

く
な
り
ま
す

• • 
-河川清掃ボランティア後志利別川

トさんデビッありがとう、• • 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
後
志
利
別
川

市
流
保
護
の
会
(
理
事
長

・
秋
元
寿
)
」
が

主
催
す
る
後
志
利
別
川
の
河
川
清
掃
が
今

金
町

・
北
槍
山
町
の
官
公
署
、
各
種
団
体
、

建
設
業
関
係
者
や

一
般
町
民
な
ど
の
協
力

の
も
と
に
、
7
月
3
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

河
川
清
掃
に
は
、
今
金
町
で
約
1
3
0

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
手
分
け
し

て
清
掃
に
あ
た
り
ま
し
た
。

翌
日
、

4
日
に
は
オ
ア
シ
ス
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
て
河
川
愛
護
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
大

会
を
行
い
、
河
川
環
境
保
全
の
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

7
月
日
目
、
デ
ビ
ッ
ト

・
ロ
パ

l
卜
・
ピ
ア

l
ズ
氏

が
、
来
町
し
た
奥
さ
ん
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
さ
ん
と
と
も
に

約
2
年
半
暮
ら
し
た
今
金
町
を
後
に
し
ま
し
た
。

デ
ビ
ッ
ト
氏
は
、
平
成
凶
年
1
月
か
ら
国
際
交
流
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
着
任
し
、

一
般
の
方
々
の
英

会
話
教
室
や
小
中
学
校
で
の
英
会
話
授
業
、
保
育
園
や

幼
稚
園
の
子
供
た
ち
と
の
英
会
話
で
の
遊
び
の
時
間
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
デ
ビ
ッ
ト
氏
を
通
じ
て
町
民
の
方
々
も

英
語
を
身
近
に
感
じ
る
事
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

登
山
や
川
下
り
な
ど
が
大
好
き
で
自
然
あ
ふ
れ
る
今

金
町
が
大
好
き
だ
っ
た
デ
ビ
ッ
ト
氏
、
こ
れ
か
ら
勤
務

す
る
香
港
で
も
今
金
町
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(!) 

槍
山
北
部

4
町
で
構
成
す
る
瀬

棚
地
区
保
護
司
会
が

7
月
2
日
役

場
を
訪
れ
、
第
日
回
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
法
務
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
朗
読
さ
れ
、
外
崎
町

長
に
運
動
の
協
力
を
要
請
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
今
金
保
護
司
会
で

は
町
内
を
回
り
犯
罪
や
非
行
防
止

を
啓
発
し
て
歩
き
ま
し
た
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
罪
を
犯

し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更

生
を
支
え
、
人
々
が
支
え
合
っ
て
生

き
て
い
く
明
る
い
地
域
フ
く
り
に

参
画
す
る
」
を
重
点
目
標
に
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

犯罪や非行のない明るい社会を

合つ



第49田町民体育祭

優勝は

本町

一-Si• • 
主主調舎2えすνY

第49回町民体育祭が7月18日、今金小学校ク、ラウ

ンドを会場に行われ18チームがスポーツを通じ交

流を深めました。

今年も好天に恵まれ、 9種目の競技に熱戦が繰り

広げられました。

|喜子B笹川I:t奈通安企闘関長会事
町
民
体
育
祭
が
始
ま
る
前
に

は
交
通
安
全
町
民
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
幼
児
、
小
学
生
、

中
学
生
、
女
性
、
背
年
、
高
齢
者

か
ら
代
表
者
が
参
加
、
参
加
者

を
代
表
し
、
今
金
町
青
年
会
議

会
長
の
下
本
正
道
さ
ん
が
「
町

民

一
人

一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を

改
め
て
自
覚
し
交
通
事
故
ゼ
ロ

を
め
ざ
し
ま
す
」
と
宣
留
し
ま

し
た
。

生皇室型些QJ

• q・
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5 



マ
ッ
キ
ン
リ
l

海
外
初
遠
征
で

単
独
登
頂

世
界
初

今
金
町
出
身
で
札
幌
国
際
大
学

一二
年
、
栗
城
史
多
(
の
ぶ
か
ず
)
さ

ん

(
幻
)
が
、
北
米
大
陸
最
高
峰
の

マ
ッ
キ
ン
リ
I
(
6
、
1
9
4
m
)
の

単
独
登
頂
に
成
功
し
ま
し
た
。

一
年
程
前
に
「
自
然
と
自
分
だ
け

の
関
係
」
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
単
独
登
頂
を
考
え
世
界

で
最
も
美
し
く
、
登
頂
が
難
し
い

マ
ッ
キ
ン
リ

I
に
登
り
た
い
と
決

意
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
為
に
富
士

山
頂
で
の
テ
ン
ト
宿
営
や
食
事
に

も
た
ん
ぱ
く
質
し
か
摂
取
し
な
い

な
ど
半
年
間
準
備
を
行
っ
て
き
た

そ
う
で
す
。

栗
城
さ
ん
は
登
山
に
適
し
た
5

月
を
選
ひ
同
月
引
日
に
大
学
の
仲

間
や
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方

々
に
見
送
ら
れ
千
歳
空
港
を
出
発
、

ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
経
由
で
現
地
に
入

り
お
日
よ
り
総
重
量
侃
キ
ロ
に
も

な
る
装
備
を
ソ
リ
で
引
き
、
登
山
を

開
始
し
た
。

現
地
で
は
視
界
が

一
面
紫
色
に

な
っ
た
り
、
呼
吸
が
浅
く
な
る
な
ど

初
め
て
経
験
す
る
高
山
病
の
影
響

で
、
当
初
の
計
画
よ
り
4
日
遅
れ
の

6
月
山
日
(
現
地
時
間
)
単
独
登
頂

に
成
功
し
た
。

栗
城
さ
ん
に
よ
る
と
太
陽
の
光

が
当
っ
て
い
る
と
テ
ン
ト
の
中
の

温
度
は
制
度
に
も
な
り
、
太
陽
が
隠

れ
る
と
一
気
に
氷
点
下
初
度
ま
で

気
温
が
下
が
っ
た
り
、
天
候
が
悪
い

と
山
頂
付
近
の
風
速
が

ω
m

m川

m
に
な
る
な
ど
過
酷
な
気
象
条
件

マッキンリ一山頂で

町を表敬訪問

/¥ーンサイド高校から一行25人

• ct 
今
金
出
身
の
栗
城
さ
ん

下
で
の
成
功
だ
っ
た
こ
と
や
、
マ

y

キ
ン
リ

l
は
世
界
で
も
有
数
の
ク

レ
パ
ス
(
氷
の
割
れ
目
)
地
帯
で
標

高
3
、
3
5
0
m
ま
で
は
体
に
は
ア

ル
ミ
の
ポ
ー
ル
を
く
く
り
付
け
落

下
を
防
止
し
た
り
、
ス
キ
ー
を
は
ず

し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に
は
年
間
1
、
0

0
0
人
ほ
ど
入
山
し
、
そ
の
中
で
単

独
登
頂
の
成
功
は
約
加
人
ほ
ど
で
、

中
で
も
栗
城
さ
ん
の
よ
う
に
海
外

初
遠
征
で
単
独
登
頂
に
成
功
し
た

例
は
無
い
ら
し
く
、
世
界
初
の
快
挙

だ
そ
う
で
す
。

山
守
じ
の
損
壊
.
A

刊増

N
Z
パ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
生

ジ
ャ
パ
ン
ツ
ア
l
M

7
月

5
日

1
羽
田
の
日
程
で

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
市
よ
り
バ

l
ン
サ
イ
ド
高

校
生
幻
名
、
引
率
者
2
名
が
日
本
を

訪
問
し
ま
し
た
。
今
金
町
に
は

7
月

6
日
1
U
日
ま
で
滞
在
を
し
、
お
家

庭
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
事
前
説
明
会
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
た

も
の
の
、
お
互
い
の
顔
を
み
る
ま
で

は
想
像
が
膨
ら
み
、
期
待
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
の
対
面
式
。
照
れ
な
が
ら

も
嬉
し
そ
う
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
そ
れ
ぞ
れ
に
家
に
帰
る
姿
は
印
象

J〆

※写真はすべて栗城さんの提供によるもの

αつ

-、

a・‘
Tシャツ姿でj陵にクレパス落下防止

のポールを装備している栗城さん

• (1 

的
で
し
た
。

今
金
町
で
は
小
中
学
校
で
各
ク
ラ

ス
と
の
交
流
学
習
・
給
食
交
流
を
し

た
り
、
日
本
文
化
体
験
で
は
、
お
茶

を
い
た
だ
き
、
お
琴
や
押
し
花
に
も

挑
戦
、
着
物
や
浴
衣
を
全
員
が
試
着

し
ま
し
た
。
映
画
凶
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ

イ
"
の
影
響
を
受
け
、

着
物
を
着
な

が
ら
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
は
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
更
に
お
寺
や
神
社
で
は

日
本
古
来
の
儀
式
を
経
験
し
、
お
話

を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。毎
朝
、
子
供
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん

の
報
告
を
受
け
、
話
を
聞
い
て
い
る

と
様
々
に
違
っ
た
経
験
を
し
て
い
る

な
ぁ
と
感
心
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
家
族
の
ス
タ
イ
ル
を
充
分
に
体
験

し
、
そ
れ
を
お
互
い
の
子
供
た
ち
が

意
見
交
換
し
て
日
本
の
家
族
・
文
化

を
幅
広
く
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。

写真右側がマッキンリーの山頂

観
光
旅
行
は
お
金
を
費
や
せ
ば
た

く
さ
ん
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
お
金
で
は
買

え
な
い
人
々
の
や
さ
し
さ
に
触
れ
る

貴
重
な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

滞
在
日
数
だ
け
を
カ
ウ
ン
ト
す
れ

ば
短
く
感
じ
ま
す
。
し
か
し
別
れ
の

時
に
子
供
た
ち
が
流
し
た
涙
は
、
時

間
の
長
さ
で
は
な
く

一
期

一
会
を
経

験
し
や
わ
ら
か
な
感
情
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
時
間
の
長

さ
で
は
な
く
そ
の
瞬
間
を
ど
れ
だ
け

懸
命
に
接
し
た
か
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

8
日
間
の
交
流
で
し
た
が
、

子
供
た
ち
は
負
重
な
経
験
を
元
に
目

を
輝
か
せ
、
表
情
を
ど
ん
ど
ん
変
化

さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
来
年
度
の
派

遣
事
業
で
は
今
金
の
子
供
た
ち
の
く

る
く
る
と
変
化
さ
せ
て
い
く
表
情
を

た
く
さ
ん
見
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
多
く
の
関
係
者
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

の
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h
可
人
法さ「谷言いい今金町地域限定版

気象予報の情報提供について

今 わ だ与

『後志利別川の忠みJr利別千野の恵みJr自然の息み』

.;青;M 荒しそうめん
午前11時20分~

(お知らせ)

6月号でもお知らせいたしました今金町地域限定版気象予報の情報提供について、今金町農業総合情

報システム上でのFAX情報の取り出し方(農業者向け)を再度掲載いたしますので、積極的な活用を

お願いいたします。(↑古報提供期間 平成16年9月24日まで)

また、農業者以外の一般の方で興味のある方、利用したい方等は農林振興課農業振興係までお問い合

わせください。

今金町農業総合情報システムを利用したFAX情報の取り出し方
fl日2回(朝 ・タ)毎日発表になります。』

①FAX画面の rFAX掲示板情報」をタッチします。

②次に 「取り出し準備」をタッチします。

③次に希望する地域の情報番号を選んで押してください。

・鈴岡地域は r9527Jと r#Jボタンを押します。

ー中里地峻は r9528Jと r#Jボタンを押します。

・日進地域は r9529Jと r#Jボタンを押します。

~ボタンを押すと声が聞こえますが、無視してください。

④最後に 「取出し」をタッチします。 ・(完了)

圃「盆踊りフェ
スティパル
午後7時~

ピス卜口いいとこ
クッキ/グ

午後4時30分~

使用したまな板や包丁もよく洗い、消毒すること。

(二次感染の防止)

2 食中毒警報が出たら、より一層のご留意を 1

例年食中毒が発生しやすい夏場の7月から 8

月にかけて、保健所では食中毒警報を発令する

場合があります。

これは、 1日の最高気温が28
0

Cを超えると予

想される場合など、食中毒発生の危険性が特に

高い気象条件の時に注意を

呼びかけるものです。

食中毒警報発令の際は、

町や食品衛生協会、マスコ

ミなどを通してお知らせし

ていますので、食品の取扱

いに、より一層のご留意を

お願いします。

《今金地方食品衛生協会》

《八雲地方食品衛生協会》

《北海道八雲保健所》

主催今金町観光協会

「釣り体験」
〆/

「魚つかみ
取り体験j

今年宅金場向ロミ二王白I~N/ll 也唄!

-、--、同圃，;-、、- -、、-
4回-

• • 
夏の食中毒予防と食中毒警報

夏の食中毒(腸炎ピブリオ)の予防

食中毒は 1年中起こっていますが、多いのは

やはり暑い夏場です。

夏の気候は高温多湿であり、これは食中毒の

原因となる細菌が増殖するのに都合の良い条件

となるからです。

「腸炎ビブリオ」は夏場に多発する食中毒の原

因菌の代表であり、魚介類を介して、人に激し

い腹痛や下痢を引き起こします。

特に近海で夏にとれる魚には、 「腸炎ビブリオ

」が付いている可能性が高いので、次のポイント

に留意して、食中毒を未然に防ぎましょう。

①魚介類は真水でよく洗うこと。

②保存する場合は、必ず冷蔵すること (4
0

C以下)

③出来るだけ加熱調理して食べ、さしみ等にする

場合は必ず「生食用」のものにすること。

④魚介類を調理した後は、よく手を洗うとともに、

問い合わせ先 農林振興課農業振興係(内線354)

⑪@j(@) 
『
豆
動
喫
煙
に
つ
い
て

知
り
ま
し
ょ
う
①
』

ー
受
動
喫
煙
と
健
康
1

こ
れ
か
ら
3
回
に
わ
た
り
受
動
喫

煙
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
こ
れ

を
機
会
に
た
ば
こ
に
つ
い
て
吸
う
人

も
吸
わ
な
い
人
も
、
皆
で
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ム
H

受
動
喫
煙
と
は
?

た
ば
こ
を
吸
う
と
、
せ
き
や
た
ん
が

多
く
な
る
、
血
圧
が
高
く
な
る
、
が
ん

に
か
か
り
ゃ
す
く
な
る
な
ど
か
ら
だ

に
良
く
な
い
こ
と
は
、
こ
存
じ
だ
と
思

い
ま
す
。「
私
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

か
ら
大
丈
夫
」
と
思
う
方
も
実
は
、
た

ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
そ
の
周
り
で
煙

を
吸
う
こ
と
が
体
に
は
良
く
な
く
こ

れ
を
受
動
喫
煙
と
言
い
ま
す
。

女
た
ば
こ
の
煙

た
ば
こ
が
人
の
健
康
を
害
す
る
原

因
が
た
ば
こ
の
煙
で
す
。
2
種
類
の

煙
が
あ
り
、
た
ば
こ
を
吸
う
部
分
か
ら

出
る
煙
(
主
流
煙
)
と
、
た
ば
こ
の
火

が
つ
く
部
分
か
ら
出
る
煙
(
副
流
煙
)

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
も
か
ら
だ

に
良
く
な
い
物
質
が
入
っ
て
い
ま
す

• • 
が
、
副
流
煙
の
方
が
よ
り
濃
く
入
っ
て

い
ま
す
。

-
煙
の
中
身
(
副
流
煙
は
主
流
煙
よ
り

何
倍
多
い
か
っ
)

①
タ
ー
ル

↓
発
が
ん
物
質
が
多
く
肺
・
の
ど
・
気

管
の
が
ん
の
原
因
で
す
。
(

3

4
倍
)

②
ニ
コ
チ
ン

↓
血
圧
や
心
臓
の
動
き
を
早
め
心
臓

に
負
担
を
か
け
ま
す
。
(
2
8
倍
)

③
一
酸
化
炭
素

↓
血
液
が
酸
素
を
運
ぶ
の
を
妨
げ
、
心

臓
に
負
担
を
か
け
ま
す
。
(

4

7
倍
)
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大
か
ら
だ
へ
の
害

家
庭
や
職
場
な
ど
限
ら
れ
た
空
間

の
中
で
は
、
よ
り
受
動
喫
煙
に
よ
る
か

ら
だ
へ
の
害
が
多
く
な
り
ま
す
。
①

頭
痛
、

②
目
の
か
ゆ
み
・痛
み
・
涙
目
、

③
く
し
ゃ
み
・
鼻
水
・
か
ゆ
み
、
④
せ

き
・
た
ん
・
ぜ
ん
そ
く
・
息
苦
し
さ
、

⑤
肌
荒
れ
・
し
み
、

⑥
口
臭
・
歯
の
着

色
・
歯
周
病
、

⑦
肺
が
ん
・
心
臓
病
・

脳
卒
中
・
肺
炎
な
ど
よ
く
あ
る
症
状
か

ら
、
難
し
い
病
気
ま
で
様
々
起
こ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

飼
い
犬
の

き
ち
ん
と

し
て
い
ま
す
か
?

町
の
公
共
施
設
(
公
園
等
)
は
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
る
憩

い
の
場
所
で
す
。

そ
の
公
園
等
で
、
最
近
犬
の
フ
ン

を
踏
む
な
ど
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
犬
を
散
歩
す
る
と
き

に
は
、

フ
ン
の
後
始
末
道
具
を
持
ち

歩
く
こ
と
が

一
般
的
で
す。

し
か
し
、

一
部
の
飼
い
主
は、

犬、
が
フ
ン
を
し

て
も
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
く
よ
う

で
す
。
町
内
が
き
れ
い
な
環
境
で
あ
る
た

め
に、

飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
犬
の
フ

ン
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と
し
て
く
だ

さ
い
。

こ
れ
は
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で

す
。

① 



乳幼児医療給付事業(医療助成制度)が改正されます。
1 実施時期平成16年10月

2 改正理由 ①少子化対策のーっとして育児支援が急がれている。

②市町村・他都府県の実施率が高い。

③市町村・団体からの要望が多い。

④所得要件を満たす者のうち一定の負担能力のある者については、応分の受益者負担の拡大

を図り、税負担者との社会的公平性の確保を図る。

⑤受給者数の増加や国の医療保険制度改正による財政負担が増嵩している。

⑥他の交付負担制度との負担の公平性を図る。

3 制度内容 (乳幼児給付は現行で6歳未満としてるが、少子化対策のため対象年齢を小学校入学前まで拡

大。一方で4歳以上については住民税課税世帯lこ1害IJ負担を求める。)

対象者 入退院の別 所得制限 自 己負担

-入院 6歳未満
-初診時一部負担金-対象年齢

-通院 4歳未満

現行
6歳未満児 児童手当特例 医 科 580円

-給付期限 ※ただし、 3歳以上 給付に準拠 歯 N 510円
6歳誕生日まで 4歳未満についてU -入院時食事療養費自己負担

町単独分として給付。

- 般の受給者 1割負担

-対象年齢 月額上限通院 12，000円

就学前 -入院
入院 40， 200円

。老人保健法に準ずる.

改正
-給付期限 就学前

同 上 同 上
※現行どおり措置

就学前 -通院 4歳未満児

( 6歳に達す 就学前
-低所得者(住民税非課税世帯)

※ただし、 3歳以上4歳まで(住民帯
る年度末まで) 課税世帯) については町単独分とし

て給付.

ヌサ 象 年 齢
入 院

。歳 | 1歳 | 2歳 | 3歳 | 4歳 | 5歳 6歳

-初診時一部負担金
現行 自己負担

医科日O円 歯科510円

-非課税の受給者は向 上 左同 J
改正 自己負担 向上 一般の受給者は 1割負担

左同
上限 40， 200円

• 

院
ま十 象 年 齢 |就学前(暗に違」

通
0歳 | 1歳 |

すマ7る年度末まで)
2歳 3歳 4歳 5歳 6歳

-初診時一部負担金 町単独事業
」

現行 自己負担
医科580円 歯科510円 左問

一一~酎J改正 自己負担 同上 町単独事業 ・ 般の受給者は 1割負担

一般の受給者 上限 12， 000円

ω 

• 

• 

-圃.. 

重度心身障害者医療給付事業(医療助成制度)が改正されます。
l 実施11寺邦l平成16年10月

2 改正理由 ①所得要件を満たす者のうち一定の負担応力のある者については、応分の受益者負担の拡大

を図り、税負担者との社会的公平性の確保を図る。

②受給者数の増加や国の医療保険制度改正による財政負担がI盟関している。

③他の公費負担制度との負担の公平性を図る。

3 制度内容 (住民税非課税世帯は現行どおりとし、課税世帯は1'，!jIJ負担とする。)

対象者 入退院の別 所得制限 自 己負担

初診時一部負担金

身障1~ 2級 入院 医科 580円

現行 特別障害者手当 歯科 510円

3級(内部障害) 通院 (扶)に準拠 柔整 270円

重度知的障害 -入院時食事療聾置自己負担

一般の受給者 l割負担

月曜i上限通院 12，000円

入院 40，200円

改正 同 上 同 上 同 上 同 上 。老人保健法に準ずる.

※ 現行どおり措置

3才未満児

-低所得者(住民税非課税世帯)

母子家庭等医療給付事業(医療助成制度)が改正されます。
l 実施時期l 平成16年10月

2 改正理由 ①男女平等 ・共同参闘の観点に立って母子家庭と医療給付事業の所得要件を満たす父子家

庭について同じ扱いとする。

②所得要件を満たす者のうち、一定の負担能力のある者については、応分の受益者負担の

拡大を図り、税負担者との社会的公平性の確保を図る。

③受給者数の培加や国の医療保険制度改正による財政負担が増践している。

@他の公費負担制度との負担の公平性を図る。

3 制度内容 (母子家庭に父子家庭を追加し、住民税非課税世帯は現行どおりとし、課税世帯はl出l負担

とする。)

対象者 入退院の別 所得制限 自 己負担

-初診時一部負担金

母子家庭等の母及び
母 入院のみ

医科 580円

現行 20歳未溝の児童
子入通院

特別障害者手当 歯科 510円

(18歳未満は母の扶葺) (扶)に準拠 柔整 270円

-入院時食事療聾聾自己負担

-一般の受給者 1割負担

月額上限通院 12，000円

向上 同 上 入院 '10， 200円
改正 (父子家庭を追 (父を追加) 同 上 同 上 。老人保健法に準ずる.

加) ※ 現行どおり措置

， 3才未満児

低所得者(住民税非課税世帯)

CfQ) 



平成IDl年度 自衛官採用試験の案内 l 
・.

資 格 受付期間
第1次位験 1 次 第2次鼠験 最 終

募集種目
鼠験日 試験会場 合格発表 試験日 霊式験会場 合格発表

一般曹候学生 18歳以上24歳未満 8月2日 jt槍山
10月9'10日 函館

11月10日
9月18日 10月4日

曹 候補士 18歳以上27歳未溺 ~ 9 月 8 日 (予定) 11月17日

10月16日空学生 高卒(見込含) 8月2日
9月23日 函館 10月8日

~2 1 日
千 歳 1月28日

航 21歳未満 ~ 9 月 8 日

看護出 生 高卒(見込含) 10月17目 11月2日 11月19・20日 1月12日
子 24歳未満 9月10日

函 館 札幌
高卒(見込含) ~ 10月 1 日

12月7日
12月14日

2月17日防衛大学校 21歳未満
11月13・14日

~ 17 日

採用賦験 最 終 ※詳しい説明及び受験手続き(志願望
募集種目 資 i!¥ 受付期間

試験日 試験会場 合格発表 類)の訪求は、自衛隊函館地方連絡音
年聞を通じて 9月20日ー

11月17日 今金募集事務所までご述絡ください。
2等陸・ 男子 18歳以上 行っております. 21日・25日 函館 -自衛隊今金募集事務所海 空士 女子 27歳未満 B月2日~ 9月26日 11月19日

9月8日 '5'2-0258 

入国警備官採用試験受験案内(平成16年度国家公務員) 目
人事院法務省では、次により入国笹備官の採用試験

を実施いたします。

@受験資格

昭和56年4月2日~昭和62年4月1日生まれの者

.採用予定数

約100名(採用予定数は、平成16年6月現在のものであ

り、変動する場合もあります。)

・~験日程獄験種目
受イミJJUI問 7月初日休)-8月3日(刈
φ第 1次試験
9月26日(円)

.第2次試験

日00(開始)-12: 55 (終了)

道路公団では障害者手帳を所持している方に対して、

有料道路の訓引証を発行しておりますが、割引申請の方

法が変更となりましたので、お知らせいたします。

今までに割l引誌を発行された方で、更新申請をされてい
ない方は、福祉課窓口にて更新申請をおすすめいたしま

す。

Eヨ臨E→ 制引証を持っていれば有効期限は特に
定まっておりませんでした。

圃盟Jl~U飽5掴E・・=・瑚!l'i3

↓ 

① 附害者手帳に証明印を押していなければ制引にな

りません.

② 割引証に有効期限が設けられました。

※ 申 ~i'J される方の手帳の等級、車種によってはí!;;rJ引が

子育て支援センターでは、今金保育所内で図IJfJ放

や、行事へのお誘い、絵本の貸し出 し、子育て相談、栄

養相談、親子で遊ぽうなどを行っています。

近く にお友達がいない、遊ぶ場所がないなどと感じ

ているお母さん、是非一度遊びに来て下さい。

※ 遊びのひろば 月~金曜日 AM  9 :00-10:00 

斗合

10月初日同

10月21日附

.試験地(第 1・2次試験)

札幌市ほか G草内は札幌市のみ)
.詳しい照会先申込用紙請求先

干060-0042 札幌市中央区大通凶12丁目

人事院北海道事務局 管01ト2'11-1248

.受験申込書提出先

干060-0042 札幌市中央区大通凶12丁目

法務省札幌入国管理局 '5'01ト26ト7502

札幌第3合同庁舎

《人事院・法務省》

適用されない場合もありますので、詳しくは担当へお

問い合わせ下さい。

~今までどおり割引を受けるには~

1 車検証(コピー可)

2 障害者手帳
3 運転者の免許証(コピー可)を持参のうえ、
「と しべつ」へ来所下さい。

※ としべつに申請書綴式等を揃えてあります。

(受付時間 9 : 00~ 17 : oo 土目、祝祭日除く)

その他、こ'不明な点は事前に係へお問い合わせ下さい。

くお問合せ先及び申請先>

今金町総合福祉施設としべつ内 保健協祉課

介護福祉係 担当伊勢治話2-2780 

※ 親子遊びのひろば 木曜日 AM lO : 20~1l : 20 

場所今金保育所内(神社下)

T E L， FAX 01378-2 -0963 

• • 

/ 

• • 

¥ 

園長年愈~r&，，~_圃
、|国昆2手主原院主lrDUMhsrl否りまt!んか?

再 現況届を出し忘れてしまいましだ。

提出期日を過ぎだらどうなるのでしょ

うか。

年金はもらえなくなるのですか?
2 

;.¥) 提 出され芯い場合、給付は一 時差止め

られます。

現況届は毎年 1目、年金受給者
が引き続き年金を受ける権利があ

るかどうかを確認するだめの大切

な届出です。もし提出されないと、

それまでの問、年金の支払いが差

止められてしまいます。

だだし、提出すれば差止められ

S 

ていた年金も併ぜて支払われますので、提出

期日を過ぎていてちすぐC提出するよう!こし

てください。また、現況届の侵出はご本人の誕

生月内となっていますので、舎後はお忘れの

ないようご注意ください。

|国民年金保険料を納めましょう|

国民年金保険料の納め忘れがあると、老後に受ける年金

が減額されたり、受けられない窃合があります。

また、万が一、障害の状態となってしまったときの障害基

礎年金や、 家の働き手が家族を残して亡くなった場合に、

家族に支給される追抜基礎年金などについても受けること

ができない場合があります。

社会保険事務所では、みなさんの年金格を確保するため、

納付期限を過ぎても保険料が納められていない場合は、 「催

告状」 ・ 「電話1 ・ 「ご自宅への紡 r:~lJによって納付のご案内を
しています。

コンビニエンコ二'-トアで;;3国昆2E童保段itl
を湖国できるよう巴なりまし疋ぉ

金融機関、郵便局、社会保険事務所の他にコンビニエンス

ス トアでも国民年金保険料を納付できるようになりまし

た。

コンビニエンスストアで使用できる納付替は、納付舎の裏

面にコンビニ工ンスストアの表示がある納付書に限り ま

す。

[年金のご相談は年金電話相談センターへ]

宮山38-30-5165・5265

笠通 瀬棚町 北槍山町 吉

宮言町
' 大好評発売中 l

吟子物語『純米銭封』

市l岡町の特産品としておなじみ lアイガモ
脱出有憧米匝用の純米酒f時子物品jの姉妹品
として.純米焼酎 『風梅烏J(かざみどり)が誕
ヨしました lもちろんアイガモ農法有機米山
JIf!しかも、アルコール分25m:と.10度の2輔lIi
がお肝みで選べます'この班酎f凪市山jは町
内田缶酒匝匝でご購入することができますの
で、皆さんぜひご霊位ください lお土産にも
lil適ですよ!;史地方尭迭もOKです.

-冊望小売価格/25度 1. 200円
.10度 2.UOO円

.問い合わせ先/嗣棚町酒販居組合(事務向
商工会内)門 01378-7-3435

90，の超ロングホール

V~t鎗由バ-~ゴルフ場』

治良ホテル目的り入浴・パ クゴルフ
均共通ポイン卜のサービス有り 1
.プレー代/1ラウンド高校生以上300
円.中学生以下・70議以上I田円 I日#
それぞれIラウンドの2回分・1日以 l式宜旧円
・回数券112ラウンド用 3，000円
・!I，¥Iい合わせ先・市込先/企画商工観光限
Tr. 01378-'1-5111， jt 袖山町グリ ン
パーク 官 01378-6-0530

~八重量の特産品を販売します~

FIまぴあ臣室直布』

八雲間工会では、地元で採れた新鮮・安
全・安心な野菜や水産物・水産加工品等を
販売する産自市を毎月開催しています.
是11:-11，お経し下さい.

eIJMO，日/毎月第2・第4土曜日(※8月
14日は休み)
・11M慌時間/111昨30分 ~14時間分
.開f出場所/はぴあ八雲
.お問い合わせ先/八雲商工会

Tr.01376-3-2525 

ヘ

過 コリド一服附トワ一つ慨 No~ 15生『

成町 一v

国民宿舎 rあわび山荘』
長万部町
~祭ばやしの競演~

『おしゃまんべ夜みこし行列』

熊石町

防車問拘桂例大祭』

大

スポットライトちょうちんなどで
飾り付けられた山車やみこしが、歩行
者天国になっているストリートを激し
く練り歩吉勇壮な変を観客に披露し
ます.

-開催日/8月刊日(火)午後7時305}"-"
・羽所/本町・元町商庖街メインス
トリート
.お問い合わせ先/長万部商工会

'B.01377-2-2270 

P1r輿渡御を先頭に古くは京都祇園祭り
の硫れをくむ8台の山車が巡fi.山111それぞ
れ独内の太鼓や祭り噌子(ばやし)のIlllき比
べ一戸かけての山市参加ができます.直7
II.Jからはエネルギッシュな若埠t~IIOOの締り
gよきで、一段と華やかな互の 夜を満喫で
きます.
・8月14日 |則内地区~根崎地区午後l時
~午後E寺

・8J115[1 鮎J11 )血区~根崎地区午後引キ
~午後9寺

.お)1¥]い合わせ先/実行番目会事務局
'l1'. 0 1 398~2-訓 25

貝取制祖谷の雄大な白然にひっそりと抱か
れている 「あわび山荘J.大人気白露天風呂に
っかりながら也、と身体を躍しあわびを蛤め
とする地元町旬町議材をいかした郷土料理で
ゆったりとリラックスしてみてはいかがです
か.ぜひご利川ください.
・場所/大成町字貝取測
・Ta泊料(1伯2食付税込)/大人7.100円.d、学
生0，0601可、幼児(袋且のご利用のみ)1.<1001'1 
※あわび鍋などの特別料邸もあります.詳し
くは!111ftせください.
.問い合わせ先/1]1民1il舎あわび山羽

官01398-'1-5522
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「道の日」です
道路は、私たちの毎日の生活を支える欠くことのできない基本的な社会資本ですが、その整備はまだ卜分

とはいえません。空気のようにあまりにも身近な存在であるため、その重要性が見過ごされがちですが、 8

月10日の 「道の日」を契機にもう一度見直してみたいものです。

普段あまりにも身近で大切さが見落とされがちな「道路」に対する関心と愛護の精神を高めて頂くため、

期間中さまざまな行事を実施します。

8月10日は

• • =函館地域道路フェスティバル実行委員会事務局函館開発建設部道路課

(0138← 42-7111 
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内線482、358)

社会福級協議会だより HI6・7・11
※光の里学閥、.1!!t;l.;'閥、相会福祉協議会への多額のご寄付、ご厚意ありがとうござ
いました.(敬称略)
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5

日
俳
句
に
は
本
来
A
り
仮
名
は
不
要
で
す
が

昭臨
も
が
よ
み
や
す
く
“
と
の
主
旨
に
よ
り
あ
え
て
付
配
し
て
い
ま
す
.

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
そ
の
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、
延
滞
税
園
※
納
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
お

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

園
早
め
に
税
務
署
に
ご
椙
談
く
だ
さ
い
。

O
納
付
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
た
め
に
、税
務
署
か
ら
督
促
状
が
送
付
さ
れ
た
場
合
、財
産
の
差

圃
八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

園

管
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を
じ
の
損
壊
.A

ロ
空
問
い
合
わ
ぜ

m
一4
コ

金

町

数

育

委

員

会

第

一
8
2
1
3
4
8
8

授
業
参
観
日
に
今
金
小
学
校
改
築
の
基
本
計
画
を
説
明

今
金
町
教
育
委
円
以
会
事
務
局
で

は
、
今
金
小
学
校
の
各
学
年
ご
と

の
授
業
参
観
日

(
7
月

6
目、

8

日、

9
日
)
に
併
せ
て
、
保
設
省

の
方
々
を
対
象
に
新
校
舎
の
配
筒
、

周
辺
整
備
の
概
要
や
全
体
工
程
に

つ
い
て
基
本
計
四
の
説
明
会
を
開

俄
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
説
明
会
に
は
平
日
に
も

か
か
わ
ら
ず

3
日
間
で
約

1
2
0

名
も
の
保
護
者
の
方
々
の
参
加
を

い
た
だ
き
、
今
金
小
学
校
改
築
に

対
す
る
関
心
の
古
川
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

こ
の
説
明
会
で
は
、
特
に
今
年

度
は
仮
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
造
成
工
事

や
プ
ー
ル
繊
の
解
体
倣
去
が
行
わ

れ
、
工
事
の
実
施
に
伴
っ
て
車
輔

の
通
行
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

工
事
期
間
中
の
安
全
対
策
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者
の
方
々
に

通
学
時
の
子
供
た
ち
に
対
す
る
交

通
安
全
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
担
当
者
が
来
年
度
以
降

の
.ア
ー
ル
授
業
や
運
動
会
の
対
応

な

ど

の

し
た
。

説

明

を

し
、
保
護

者

か

ら

古ド

の

質

問

に

答

え

て

い

ま

• • 

新
任
の
国
際
交
流
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。

2
年
半
の
問
、
今
金
町
の
国
際

交
流
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

カ
を
発
問
押
し
て
頂
い
た
デ
ビ
ッ

ト
・
ロ
バ

l
ト

・
ピ
ア

l
ズ
氏
に

代
わ
り
、
こ
の
度
口
ジ
ャ

l
・
エ

ロ
ー
ル

・
パ
l
カ

l
氏
を
お
迎
え

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ロ

ジ
ャ
ー
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
出
身
で
幻
歳
で
す
。

日
本
語
の
観
光
ガ
イ
ド
や
、
私

立
の
英
会
話
教
4

盃

・
私
立
幼
靴
図

で
英
語
教
師
な
ど
を
勤
め
て
い
ま

し
た
が
、
本
町
の
募
集
を
見
て
、

今
金
町
に
興
味
を
持
ち
、
当
町
で

の
勤
務
を
希
望
し
て
き
ま
し
た
。

英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
日
本
語

・

ス
ペ
イ
ン
語
を
話
す
こ
と
が
出
来
、

趣
味
で
ギ
タ

l
を
弾
き
ま
す
。

ロ
ジ
ャ
ー
さ
ん
は
、

「趣
味
・
特

技
を
レ
ッ
ス
ン
に
取
り
入
れ
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
の
富
ん
だ
国
際
交
流

に
心
が
け
た
い
。
ま
た
、
児
童

・

生
徒
と
の
交
流
を
大
変
楽
し
み
に

し
て
お
り
、
地
域
の
人
々
と
の
係

わ
り
も
大
切
に
、
今
金
町
の
人
た

ち
の
お
役
に
立
ち
た
い
。」

と
抱
負

を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

趣
味
は
、
旅
行
・
山
歩
き
で
、

す
で
に
判
ヶ
国
も
訪
問
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

2
年
前
に
は
ご
夫
婦

で
ネ
パ
ー
ル
・
イ
ン
ド
問

(
6，

6
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
を
半
年

間
を
か
け
て
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ

ン
プ
を
し
な
が
ら
横
断
走
破
し
た

経
験
な
ど
が
あ
り
、
き

っ
と
、
楽

し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
聞
け
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

活
任
は

8
月
1
日
間
で
、
今
後

2
年
間
、
今
金
町
民
と
し
て
活
躍

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
前
任

者
の
デ
ビ
ッ
ト
氏
は
、
単
身
で
あ

り
ま
し
た
が
、
彼
は
ご
夫
婦
(
安

菊
池
啓
子
さ
ん

・
北
海
道
出
身
)

で
今
金
町
に
在
住
し
ま
す
の
で
、

町
で
お
二
人
を
見
か
け
た
時
に
は
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

とにより、本の貸借を容易にすることができるはず

です。

この会議を重ね、知恵を出し合うことにより、町

民センター図書室がそれぞれの施設の橋渡しの役目

をするキーステーションとなり、真に今金町のため

の図書振興へとつながればと考えます。

図書室からのお知らせ

町民センター図書室には現在、道立図書館から新

刊100冊を毎月借り入れています。 5月から来年2月

まで音11，000IHIになりますので、みなさんも是非、

利用してみてください。

Gむ

前一打
一昨
日
日
一慎
一軒

一日
即
日
一心
一日
目
一時
一山
一日

図書振興会議委員

所属!名

今金幼稚園 | 坂本
今金保育所 | 不動
小百合保育園 | 苅屋
今金小学校 | 赤井
八束小学校 | 田 口
神丘小学校 | 佐竹
金原小学校 | 渡辺
種川小学校 | 贋 田
花石小学校 | 手塚
美利河小学校 | 上西
今金中学校 | 松原

図書室ボランティアの会l 藤 川
マザーズポケット | 小川
町民課季節保育所担当者| 伊藤

保健福祉課保健師 | 栗城
社会福祉協議会 | 辻
今金高等養護学校 | 立 田

図書振興会議が発足する

生きている図書室活動の大きな柱のひとつに図書

サービスの充実と連携体制づくりがあります。その

第一歩として、町内に図訟を保有している学校、保

育所などの各施設との連携をはかる目的で今金町図

書振興会議を発足しました。会議委員には別表の皆

棋にお願いし、第l回会議を去る7月15日町民セン

ターにおいて開催しました。

この会議は、施設問の情報交換はもとより、図書

の購入、貸借について情報を共有することを目的と

しています。第l回会議では、各学校 ・各施設の図

書への取り組みと抱えている課題を出してもらいま

した。それぞれ読み聞かせや朝読書、選舎などに独

自の取り組みや工夫に努力されていることがわかり

ました。課題としては、!?争かに本を読むスペースが

無いこと、本の整理が充分できていないこと、購入

予算がI浪られていることなど様々なものがありまし

た。図書の購入については、今後図書室で購入する

本のリストをできるだけ早目に周知し、本の重複を

避けたり、あるいは要望を聞いたりすることを目指

します。ま

た、例えば

高価な大型

絵本がどこ

にどれくら

いあるかと

いう情報を

共有するこ

生きている図書室を目指して (2)且£司司、竺E墨品目〓同1.-.(，71./¥ |バラバラでほぼ個人作業ですが、新人と
宇宙}百副国体稲川l'日....~司'.J.......... ..，"1・.....， I ベアランがほどよく混合し支えあってい

ます。涙とr干と虫刺されにまみれ、今金

の基幹産業である農業の大変さ、ものを

自ら育てる喜びを感じながらがんばって

います。「草がボウボウだぞ!J、「虫にやら

れてるよ」、「そろそろ食べごろじゃな

いつ」など隣の畑の様子も気にしながら、

お互いに声をかけあっています。

昨年の総合文化祭では、収穫した作物

を来場者に食べていただきました。幸い

好評をいただき、今年もイモの塩煮など

を提供する予定です。このサークル活動

に興味をお持ちの方は農園長(告2-

1684)までお問い合わせください。

「夢・体験農園サークル」

南谷浩子山闘長

会員数 、11家族

• • 
. 

私たちは毎日を幸せに笑顔で元気に過

ごせるように、自分の手で日々野菜づく

りに励んでいます。各家族で一つの畑と

皆で一つの知lを持ち、同じ野菜を作った

り自分で育ててみたい野菜を作っていま

す。メンバーは年代も家族桃成も性格も

宅急
•••••••••• 13日(斜イ熊本県派遣事業

~ 1熊本県
17日(刈

ツ
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健訟を受けて明るい健康づくり
(保健福祉税他康づくり係・国保係)参んなの健康

在宅月護安藤センヲー

今
月
と
来
月
の

2
回
に
わ
た
り
ま
し
て
、
「
高
齢
者
に
多
い
病
気
」
と
題
し

て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
今
回
は
、
「
老
人
性
白
内
障
」
と
「
老
人
性
難
聴
」

で
す
。
「
目
」
と
「
耳
」
と
い
う
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。
放

っ
て
お
く
と
、
人
と
の
接
触
を
避
け
る
傾
向
に
な

り
、
活
動
性
の
低
下
が
原
因
で
、
「
体
力
や
筋
力
の
低
下
」
や
「
痴
呆
症
の
発

症
」
な
ど
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

l 

白
内
陣
と
は
ど
ん
な
病
気
で

し
ょ
う
か
?

一、
J
巴
一川
歳
の
祖
母
は
、
以
前
は
読
書

一，

tu、
一
が
楽
し
み
で
、
ほ
と
ん
ど
毎
日

図
書
館
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん

だ
ん
と
見
え
に
く
く
な
り
、
本
を
読
む

の
が
不
自
由
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
眼
科
で
看
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
両

目
の
白
内
障
で
、
手
術
し
た
ほ
う
が
良

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。白
内
障
は
ど
う

し
て
な
る
の
で
す
か
っ
手
術
は
ど
の
よ

う
な
手
術
で
す
か

?

「高齢者に多い病気」

一
h
l
一水
晶
体
が
歳
を
と

っ
て
く
る
と

一
」

百
く
濁

っ
て
、
そ
し
て
最
後
に

は
目
が
見
え
な
く
な
る
病
気
が
白
内
障

で
す
。
手
術
を

一
言
で
言
う
と
、
白
く

濁
っ
て
古
く
な

っ
た
水
晶
体
を
取
り
出

し
て
、新
し
い
人
工
の
レ
ン
ズ
を
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
手
術
時
間
は
約

加
分
間
で
、手
術
室
に
入
っ
て
出
る
ま

-
目
的
は
?

倶
楽
部
の
中
で
は
外
出
や
趣

味
・
生
き
が
い
活
動
が
少
な
い
方

の
、
か
ら
だ
の
動
き
の
低
下
や
痴

呆
を
防
ぐ
こ
と
で
介
畿
を
う
け

る
状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ

と
、
及
び
健
康
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
支
援

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
参
加
者
個

人
で
は
、
外
出
す
る
き
っ
か
け
と

に
な
る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
、
頭
を
使
い
か
ら

だ
を
動
か
す
こ
と
で
か
ら
だ
全

体
の
動
き
を
守
る
こ
と
な
ど

様
々
で
す
。

-
内
容
は
?

①
挨
拶
日
直
が
始
ま
り
と
終
わ
り
の

挨
拶
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
で
交

代
に
行
っ
て
お
り
挨
拶
が
あ
る

と
、
倶
楽
部
全
体
が
し
ま
り
ま

す
。

②
自
己
紹
介

住
所
・氏
名
・今
日
の

一一
一言
(お

題
は
毎
月
変
わ
り
ま
す
)
を
発
表

し
ま
す
。
皆
さ
ん
顔
も
名
前
も
党

え
て
い
ま
す
が
、
声
を
出
す
こ
と

か
ら
交
流
が
始
ま
り
ま
す
。

③
ゲ
l
ム

的
あ
で
や
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど

で
少
し
か
ら
だ
を
動
か
し
、
ト
ラ

わいわい慎楽部へのお誘い
保健福植課健康づくり係

話
す
内
容
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
感
じ

よ
」
と
言
わ
れ
た
り
、家
族
の
言
っ
て
い

る
こ
と
は
聞
こ
え
て
い
る
と
は
言
い
な

が
ら
、
確
認
す
る
と
反
対
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
で
し
ょ

う
か
?

一
lh主

一
老
人
性
難
聴
の
特
徴
は
、音
を

一
」

一
分
析
す
る
働
き
が
あ
る
大
脳
を

含
め
た
中
枢
の
神
経
が
衰
え
る
こ
と
で

す
二
般
に
高
齢
者
で
は
甲
高
い
音
域

が
聞
き
づ
ら
く
、低
い
ほ
う
の
音
は
比

較
的
聞
こ
え
る
場
合
が
多
い
よ
う
で

す。
聞
こ
え
が
悪
い
と
、
疎
外
感
を
感
じ

や
す
く
、
痴
呆
症
に
つ
な
が
る
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、交
通
事
故
に
遭

う
危
険
も
高
く
な
り
ま
す
。
早
め
に
耳

鼻
科
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

一-
老
人
性
難
聴
の
人
へ
の
対
応

一

一

神
経
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者
の
一

一場
合
、
聴
力
の
低
下
だ
け
で
は
な
く
、
一

一
言
葉
を
聞
き
分
け
る
能
力
も
同
時
に
一

一低
下
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

1
つ
一

一1
つ
言
葉
を
区
切
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
一

一
話
し
か
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
一

lた てりてかす因た ・;えをで
;tlもまか「dがこ 老老 t 一刺 1
， -新てえ明表見と人 人l 激時
l意 聞 υIつる的つ以性 性l し問
;外が Jて Uな寸外 自 白! なく
』な 読近見 L 症 b に 内 内; いり

も めごず=状な二 障壁: よい

;f ic:11M23isz 
りき鏡な ま か白い齢 思手
ま 1;::がど ぶ す内つ を ; し術
す ななが しと障た 重 ま 後

一71151-主ー主厚竺 J 〉目

2 

難
聴
が
ひ
ど
い
の
で
す
が
っ

一、
J
民主
姑
は
数
年
前
か
ら
軽
い
老
人
性

一
f
h
一難
聴
で
す
。
電
話
の
受
け
答
え

や
会
話
が
で
き
る
の
で
、
さ
ほ
ど
本
人

は
問
題
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
最
近
知
人

か
ら
「
お
宅
の
お
ば
あ
さ
ん
何
か
変
よ
、

• • 

ン
プ
や
新
聞
パ
ズ
ル
な
ど
で
少

し
頭
を
使
い
ま
す
。
頭
ゃ
か
ら
だ

を
使
う
こ
と
で
痴
呆
ゃ
か
ら
だ

の
動
き
が
低
下
す
る
の
を
防
ぎ
、

他
の
方
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

④
小
物
作
り

ベ
ン
立
て
や
貯
金
箱
・ち
ぎ
り

絵
・折
り
紙
な
ど
自
分
が
作
り
た

い
も
の
を
選
び
、
時
に
は
手
助
け

を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
時
間
を
か
け
て
作
り
ま
す
。

手
先
を
使
う
動
き
は
、
頭
へ
の
刺

激
に
も
な
り
、
細
か
く
て
も
大
ま

か
な
動
き
で
も
少
し
ず
つ
使
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
様
子
か

ら
最
初
の
う
ち
は
ど
れ
を
行
う

以
上
の
よ
う
な
点
で
、
気
に
な
る
こ
と

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

の
も
緊
張
し
た
り
、
自
分
で
思
う

よ
う
に
な
ら
ず
と
ま
ど
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
緊

張
し
な
が
ら
も
、
恩
う
よ
う
に
な

ら
な
く
て
も
自
分
な
り
に
一
生

懸
命
に
そ
し
て
、
楽
し
ん
で
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

-
日
程
は
?
・

月
に

一
度
、
午
後

一
時
三
十
分

1
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
、
と
し

べ
つ
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望

に
よ
り
送
迎
も
行
っ
て
い
ま
す
。

-
参
加
者
は
?

現
在
、
続
け
て
来
て
い
る
方
は

男
性
3
名
、
女
性
4
・
5
名
で
、
そ

の
ほ
か
に
わ
い
わ
い
ス
タ
ッ
フ

(
保
健
推
進
員
)
2
・
3
名
、
峨
員

2
名
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。皆
さ

ん
知
り
あ
い
で
も
そ
う
で
な
く

て
も
、徐
々
に
と
う
ち
と
け
て
楽

し
く
砲
や
か
な
時
間
を
と
も
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま
た
参
加
者

の
中
で
は
「
も
っ
と
多
く
の
人
が

集
え
ば
、
よ
り
楽
し
い
の
に
」

と
い
う
思
い
が
強
く
な

っ
て
い

ま
す
。
最
近
外
出
が
少
な
か

っ
た

り
、
趣
味
や
生
き
が
い
を
持
ち
づ

ら
い
方
、
ま
た
そ
の
ご
家
族
の
方

は

一
度
と
し
べ
つ
の
保
健
師
(
包

2
1
2
7
8
0
)
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

• • 
【耳鼻科1
.対象c>全住民
.日時C>8月10日伏j

【各診療科共通】
.場所じ〉総合福祉施設としべつ内保健センター
・内容b八雲総合病院医師診察(有料)

診察を受けるには ?

。予約申込が必要となります。
。治療費等は病院と問機となりますので健康保険証等が
必要となります。
。70歳以上の方は老人医療受給者証も必要となりますの
でお忘れなく。告2-2780 

蕪医Jt!l"A巡百診療

1 4 : 00~ 1 5 : 00 

=='i雌 E街頭司
@対象b全住民
.月日 C>8月16日(月)・9月6日(月)3時間c>9 :30~1 1 :30 
場所c>総合福祉施設としべつ内保健センター
.内容b健康相談・血圧測定・尿検査

瓦ム」L25

10:00~ 12:00 

8 

キ長亙盟草
【あったかサロンあったからんど鍵康相談1
.対象じ〉全住民
.日時じ>8月19日(柑・20日凶・21日仕j
.場所c>あったからんど
*ふれあい喫茶は10∞から、ズンドコ体操は‘11: 15から実施します.
【種川地区健康相談】
.対象c>全住民
.日時C>8月17日w
'場所じ〉布l川温泉
*14:30-14:45までズンドコ体操ストレッチ体操を行っています
・内容(各地区共通)C>健康相談・血圧測定・尿検査 J 

1 3 : 30~ 1 5 :0 0 

.対象C>1115年1~2月生まれの子

.月日 C>9月9日(材
@時間じ>(受付)9 : O O~ 9: 15 
図認庖宣言2
.対象C>11 1 3年 7~8月生まれの子
・月日C>9月9日附
.時間C>(受付)9 : 30~9 :<15 
【各相談・健診共通1
.場所c>総合福祉施設としべつ内保健センター
・持ち物じ〉母子手帳・タオルなど

甥期需年1 2月 ~1116年 l 月生まれの子
.月EIc> 8月25日附
+11寺聞か(受付)9 : 3 0~ 9 :'15 

事[81i児議E費商談・優診;

回週温週亘賞曲t証言自

甥寮朝糠雰山月に日閥
.日H時寺じC>8月l印9日附 2叩0日(刷剣 l比3:1日5~ 1 3 : '1 5

錨画鍾福祉施設と…内保健センター

.対象c>対象者には3月に日程表にてご案内しています。

.岩間医院担当日C>8月31日附 13: 30~ 16: 00 
場所岩間医院

・12;圧l医院担当日C>9月1日171<) 1 3 : 3 0~ 1 6 : 20 
場rfr富田医院

.国保病院担当日 C>9月2日附・3日倒 13: 1 5~ 1 3:45 
(国保病院のみ、場所は総合福祉施設としべつ内保健セン
ターになります。)

.持ち物b母子健康手帳・予診票。予診票は病院に備え付
けてあります。
[お問い合わせ・お申し込みは]健康づくり係包2-2780 

薩抱防司予

頼醸事①現在肝臓病問一方
@家族に肝臓病の方がいらっしゃる方
@IJ干炎ウイルスをもっている方(キャリア)
@過去に輸血経験のある方
⑤昨年度の検診で 「来年も必ず受診するように」
と言われた方
⑥肝臓病が心配な方

.月日b江差会場(江差町保健センター)...9月25日ω
函館会場(函館市総合保健センター)

9月26日(日1
.検診内容c>血液検査・超音波検査・療養相談

-肝炎友の会コーナー
@受診料C>6.000円
出予約が必要です.9月3日幽までにとしベコ健康づくり係(宮2-2780)
まで

里町!局予yー烹塗布-菌同蔽言電
@対象c>歯が生えている子~小学校入学前の子
.月日 C>9月6日(月)・7日w
.場所c>総合福祉施設としべつ内保健センター
.内容b詳細は後日お知らせいたします。

。む
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休日当番医
l日瀬羽田l町国保医科診所(瀬棚)'1'17 -2470 
8日北袖山町国保病院(北給山)'1'14 -5321 
15日今金町国 保病院(今金)行2-0221 
22日道南ロイヤル病院(北槍山)'1'14 -5011 
29日柏崎医院(瀬棚)'1'17 -3021 
(9月分については予定です)

9月5日北愉山町国保病院(北檎111)'1'14 -5321 
12日今金町国保病院(今金)'1'12 -0221 
19日遊間ロイヤル病院(北楢山)包4-5011 
20日瀬棚町国保医科診所(瀬者VJ)'1'17 -2'170 
23日北村7山町国保病院は仁柏山)'1'14 -5321 
2ul:l今金 町国保病院(今金)'1'12-0221 
※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、

ご7;1<ください. 日伝
午前10時から正午まで A::::::::h、
午後1時から 3時まで ~ 

運転免許証

更新時講習のご案内

..r;;J-. 
E 勤民の

旦且丞翠査

住

-優良講習(30分講習)
-今金町民センタ-

9月2日(13:00-)
-北檎山町農村環境改善センタ

8月19日、9月16日(13:00-)
・一般講習(1時間) 初回講習(2時間)

-北槍山町農村環境改善センター

8月12日(一般・13:00-、初回・14:30-)
9月9日

・違反講習(2時間講習)
-北倫山町農村環境改善センタ-

9月2日(14:00-)
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今金町の交通事故発生状況

6月末計
7件 左世誕也
O名 ..，....

8名

6月発生
発生件数 2件
死者数 O名
傷者数 2名
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※ S S j里町Ij(スピードダウン・シートベルト活用)
で交通事故を未然に防ごう !

交通事故死ゼ口日数 247日

住 いつまで崎幸ぜに

6/2'1 近藤 克俊さん(寒 昇)・小路ひとみさん(函館市)

6/29 仁木儀ーさん(豊受).鈴木路子さん(隣県僻町)

7/6 諸戸 邦吉さん(金原中央)・熊谷久美子九(札幌市)

7/7 佐藤 勝さん(緑1I1J)・佐藤 美香九(黒松内町)
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お 4やみ毛 5しあげます

E幸 夫さん
文子さん

6月30日

7月5日

7月20日受付分まで

み九なで協力 !i司川と公園を美しく

今年老楽しみな震怖みがやって燕ます。

町内会、子供会、叉個人で花火を実随し

定路なと、をの後、飴末をして環矯と衛

生l之気をつけて下さい。
お互い12iID川、公園!之はコミを捨てない
よう例えばべツトボトIL~ナイロン袋
等。

み九なのiID川と公園です。
きれいな川、後志刺別川を保持するため

協力して下さい。

『E・Z直・1t.#... W'1l'J司1到刷聞昨号満民事告[01ョ
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m ム此占百面司環境に優しい再生紙と大豆

町 墜島型吐 インヲを使用しています.

ホームベージアドレス http://www.hakodate.or.jp/imaka nel 

Eメールアドレス imakane@hakodate.or.jp


